
 

 

今年は、各地区で「どんどや」が行われたと聞いております。昔から、小

正月（１月１５日）に、松飾りなどを家々から持ち寄って、１か所に積み上

げて燃やす行事といわれております。「どんどや」の火にあたったり、その残

り火で、鏡餅を焼いたりして食べれば、１年間健康に過ごせるという言い伝

えがあるそうです。また、無病息災や五穀豊穣を祈る行事だともいわれてい

るようです。 

今年は、７日（日）から１４日（日）にかけて実施されたとか…。 

皆様の健やかな１年をお祈りいたします。

 今回は、大変お忙しい中に、走潟小学校の小田教頭先生にお願いいたしま

した。先生からは、 

 固定観念 ⇒ 偏見 ⇒ 差別 につながる 

 「固定観念」は、身近で日常的に、様々な情報から特定の見方や考え方を、

当たり前のように植え付けられている、と話されました。例えば、私たちの

身の回りでは、ランドセルの色、上靴の色、名前、育児をしている人の声、経

営者の声などから、男女を特定するなどがあります。男女を思い込むこともあ

りはしないでしょうか。その思い込みから、男のくせにとか、女のくせになど、

○○のくせにという「偏見」が生まれてくるんですね。 

先生は、広い視野を持つことの大切さを話されました。イラストマップ（絵

地図）を使って、気づきを話し合うコーナーでは、私たち参加者は、おかしい

ことばかりを探していることが多かったのですが、先生は、おかしいことに気

づくことは大切だが、良いところにも気づいてほしい、と話されました。 

広い視野を持つことが、「偏見」を持たない心を育てることにつながるのだ

と気づきました。そのことが、様々な情報から当たり前のように植え付けられ

ている「固定観念」が、やがて「偏見」につながっていくことを、阻止する手

立てになると気づかされました。 

また、「偏見」は、様々な「差別」につながるということも学びました。この後には、「人権感覚と

は何か？」を学びました。 

最後に、日常生活の中で、自分の人権感覚を磨き、人権意識を高めることが、大切であるとして、

講話を結ばれました。参加者からは、「固定観念」の一番強い自分に大変勉強になったなど、感謝の

言葉がいくつも聞かれました。大変学びの多い、心が温かくなる内容でした。 

人権感覚とは・・・①偏見と差別に素通りしない心 ②見て見ぬふりをしない心 ③他者の苦悩を

我が苦悩として、人権尊重のために行動する心 

    例えば、『だいじょうぶですか』と、励ます心 

           『いっしょに考えましょう』と、共に語らう心 

           我がことのように感じて『そんなことは許せない』と、自ら進んで行動できる心 

        

日々の生活の中で、少しでもこのような心を育めるように、心がけていきたいものです。 

「集い・ふれあい・学び」  

走潟公民館長 芥川 学 

 



   

 小麦粉やドライイースト、食塩、砂糖、バターにぬ

るま湯（３５度程度）をビニール袋に入れ、破らない

ように、もみながら上手に混ぜ生地を作る。それを３

５度から３６度のぬるま湯を入れた大鍋に入れて、

２０分くらい寝かせる。その後、竹の棒の先端部分に

重ならないように生地を巻く。厚く巻きすぎると、焼

くときに外れやすくなるので、気をつける。いよいよ

焼きに入る。 

焼き方担当の指導者に教えてもらい、火にあまり

近づけて焼き過ぎないように、竹の棒を回しながら

焼く。１年生の児童も、少しずつ慣れてきて、きつね

色した竹パンができ上がった。 

その場で、熱い熱いと言いながら、食していく。屋外の活動の良さです。インフルエンザの流行

で、１週間延期をし、参加できなくなった人がいたのが残念でした。 

 熊本河川国道事務所と宇土市役所企画課による、浜戸川運動場を有する旧河川と堤防沿いの道路

の利活用を進めるための、基盤整備工事の地元説明会が開催されました。 

 走潟地区振興協議会主催による、走潟地区自主防災計画作成のための、防災研修会が開催されま

した。研修会は、体協・消防団・グリーンはな走会・老人クラブ・女性会・走潟食堂・走潟小学校

PTAなどを対象として、宇土市役所危機管理課職員を講師に開催されました。今後は、小学生に

対しても実施され、自主防災計画を作成する予定です。 

今後の行事予定 走潟町ふれあい敬老会（仮称） 

日 時：３月２３日（土）午前１１時から午後１時まで（予定） 

主 催：走潟町ふれあい敬老会実行委員会（行政区長、走潟公民館長、社協事務局、老人クラ 

ブ会長・副会長、女性会会長、走潟食堂代表、走潟小学校PTA会長・副会長） 


